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Japanese Ethno-history of Kappa （the most popular mythi
cal water monster） and the Shibues of the Hizen and 
Higo Domains as its Masters （Part 1）: Prolegomena

KOMMA Toru

Abstract

　　Though countless academic and non-academic writings on Kappa 
exist, most of them try to answer the question, “What is Kappa?”, by 
merely referring to some fragments of information casually appearing in 
some types of literature including only a few lines in old dictionaries and 
miscellaneous essays composed mainly by literati in the post-Edo period. 
This style could be designated as an objective approach to the question, 
or one from the outside.
　　Besides, the author of this particular paper would like to add another 
systematic approach from within, or attempt to grasp the essence of the 
topic, “What is Kappa?”, directly through the analysis of the long history 
with full of ups and downs of the Shibues, who began worshipping Kappa 
in the north-western Kyushu, the Hizen and Higo Domains, to have been 
taking charge of it even up to the present time. This could be viewed as 
a subjective approach.
　　This unique combination was facilitated by a 10-year long 
investigation of the voluminous literature that was long kept untouched 
by four families among the Shibues in the two Domains mentioned in the 
title.
　　In Part 1, subtitled “Prolegomena”, the author first reviews the noted 
academic contention between YANAGITA Kunio, the founder of Japanʼs 
single-state folklore, and a then distinguished anthropologist （or 
comparative ethnologist）, ISHIDA Eiichiro. Second, he goes back to the 
above-mentioned conventional approach form the outside to critically 
review it. Subsequently, he shifts to the main subject as below.
　　The author hypothesizes that the Shibues built the “great tradition” 
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of the proto-Kappa worship, possibly in the early Kamakura period, and 
it sequentially expediated the formation of several types of “little 
traditions” of it in various villages in the periphery, mostly in Western 
Japan, particularly Kyushu.
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河
童
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
肥
州
渋
江
氏
（
そ
の
1
）
―
方
法
序
説

小　

馬　
　
　

徹

は
じ
め
に

　

こ
の
国
は
言
霊
の
み
な
ら
ず
、
各
時
代
を
通
じ
て
様
々
な
「
神
な
る
妖
怪
・
妖
獣
」
の
「
幸
わ
う
」
国
で
も
あ
り
続
け
て
来
た
。

こ
と
さ
ら
に
ト
ト
ロ
に
言
及
す
る
ま
で
も
な
く
、
Ａ
Ｉ
万
能
の
現
在
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ポ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ュ
ア
で
は
世
界
に
冠
た

る
「
神
な
る
妖
怪
・
妖
獣
王
国
」
の
地
位
を
譲
っ
て
は
い
ま
い
。

　

伝
統
的
な
文
脈
で
は
、
鬼
、
天
狗
、
河
童
が
そ
の
主
役
の
座
を
占
め
て
来
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
山
岳
信
仰
を
体
現
す
る
修
験
者

を
モ
デ
ル
と
し
た
天
狗
は
、
権
威
的
で
も
あ
り
、
庶
民
の
寄
せ
る
親
し
み
が
や
や
薄
い
。
鬼
は
元
来
、
年
ご
と
に
他
界
か
ら
来
訪
し

て
子
孫
を
戒
め
つ
つ
幸
を
も
た
ら
す
祖
先
神
で
も
あ
っ
て
、
今
も
ナ
マ
ハ
ゲ
を
初
め
、
各
地
の
民
俗
慣
行
で
生
き
て
い
る
―
い
わ

ば
、
日
本
版
サ
ン
タ
の
如
く
。
そ
の
一
方
、
酒
呑
童
子
の
造
形
の
過
剰
な
成
功
が
、
そ
の
後
、
恐
ろ
し
い
一
方
の
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
を

決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
さ
ら
に
一
寸
法
師
や
瓜
子
姫
の
よ
う
な
「
小
さ
子
」
説
話
の
一
類
型
で
あ
る
桃
太
郎
説
話
は
、
富
国
強
兵
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の
明
治
時
代
以
来
軍
神
説
話
化
し
て
、
鬼
を
一
方
的
に
悪
者
へ
と
追
い
や
っ
た
―
「
鬼
畜
米
英
」
の
殺
し
文
句
に
見
る
如
く
。

　

生
活
に
何
よ
り
も
不
可
欠
な
水
の
精
霊
で
あ
る
河
童
に
は
、
太
古
の
暮
ら
し
の
余
韻
が
宿
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
江
戸
後
期
の

「
妖
怪
革
命
」　
（
香
川
雅
信
）
の
舞
台
に
躍
り
出
、
そ
の
後
柳
田
国
男
や
芥
川
龍
之
介
ら
が
何
か
と
「
引
き
立
て
た
」
こ
と
が
、
今

に
続
く
大
衆
的
な
人
気
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
研
究
論
文
に
限
ら
ず
、
最
も
人
間
的
な
陰
影
に
富
む
妖
怪
で
あ
る
そ
の
河
童
を

論
じ
た
文
章
は
既
に
数
多
く
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

た
だ
し
、
肥
前
・
肥
後
の
渋
江
氏
各
家
が
、（
或
い
は
鎌
倉
初
年
か
ら
と
も
言
え
る
ほ
ど
）
古
く
か
ら
今
に
到
る
ま
で
、
一
貫
し

て
河
童
信
仰
を
担
い
続
け
た
歴
史
的
な
事
実
が
不
当
に
も
ほ
ぼ
看
過
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
、
小
稿
（
連
載
）
で
同
氏
の
い
わ
ば

「
河
童
を
生
き
た
」
長
い
歴
史
に
強
い
光
を
当
て
、
河
童
に
宿
る
固
有
の
人
間
的
陰
影
の
解
明
を
一
層
深
め
よ
う
と
努
め
る
。

一
、
長
め
の
助
走
（
1
）
―
「
河
童
の
人
類
学
」
再
考

　

先
ず
、
小
稿
が
筆
者
の
専
門
と
す
る
社
会
人
類
学
の
伝
統
に
根
ざ
し
、
そ
の
流
れ
に
掉
差
す
も
の
だ
と
宣
言
し
て
お
き
た
い
。
第

一
章
で
は
、
こ
の
立
場
か
ら
、
広
義
の
人
類
学
に
よ
る
従
来
の
河
童
研
究
が
看
過
し
て
き
た
一
、
二
の
根
本
的
に
重
要
な
問
題
点
を

浮
き
上
が
ら
せ
る
―
筆
者
の
志
向
性
を
明
確
に
し
て
お
く
た
め
に
。

1
．「
河
童
駒
引
」
の
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー

　

人
類
学
は
、
河
童
と
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
持
つ
。
嘗
て
、（
民
俗
学
や
民
族
学
を
包
摂
す
る
）
我
が
国
の
広
義
の
人
類
学
史
上
で
も
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稀
に
見
る
或
る
一
大
論
争
で
は
、
河
童
を
恰
好
の
焦
点
と
し
て
、
求
心
的
な
民
俗
文
化
と
遠
心
的
な
人
類
文
化
の
相
互
関
係
に
つ
い

て
の
学
問
的
な
認
識
の
あ
り
方
が
大
き
く
問
わ
れ
た
。
そ
し
て
、「
河
童
」
の
相
貌
も
ま
た
、
そ
の
志
向
性
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る

も
の
に
さ
え
な
る
と
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

事
の
発
端
は
、
石
田
英
一
郎
が
比
較
民
族
学
の
著
作
と
し
て
『
河
童
駒
引
考
』
を
著
し
、
そ
の
果
敢
な
標
題
の
通
り
、
柳
田
国
男

の
『
河
童
駒
引
』
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
駁
し
た
こ
と
に
あ
る
。
石
田
は
、
我
が
国
の
民
俗
学
を
一
国
民
俗
学
（「
新
国
学
」）
と
し

て
樹
立
し
た
一
代
の
碩
学
柳
田
国
男
に
対
し
て
（
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
る
）
比
較
の
目
を
持
つ
べ
き
だ
と
強
く
迫
っ
た
。
社
会
人

類
学
を
専
門
と
す
る
筆
者
が
、
こ
の
学
史
的
な
事
件
の
意
義
を
看
過
し
て
何
も
学
ば
ね
ば
、
赤
子
ご
と
盥
の
水
を
流
す
浅
慮
と
謗
ら

れ
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
河
童
を
大
胆
に
学
問
研
究
の
俎
上
に
乗
せ
る
と
共
に
、
現
代
日
本
の
庶
民
文
化
の
表
舞
台
へ
と
一
躍
引
っ
張
り
出
し
て

み
せ
た
の
は
柳
田
国
男
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
彼
の
民
俗
学
研
究
（
郷
土
研
究
）
で
も
最
初
期
の
論
考
の
一
つ
で
あ
る
、
一
九
一
四

年
初
版
の
『
河
童
駒
引
』（
後
に
『
山
島
民
譚
集
』
に
収
録
）
こ
そ
が
、
そ
こ
こ
こ
の
川
や
沼
に
茫
洋
と
ま
ど
ろ
ん
で
い
た
有
象
無

象
の
水
の
主
、
或
い
は
水
妖
・
水
魅
た
ち
を
概
念
的
に
一
気
に
統
合
し
、
現
今
の
平
準
化
さ
れ
た
「
国
民
的
」
河
童
像
へ
と
鑄
上
げ

る
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
の
柳
田
は
、『
河
童
駒
引
』
で
河
童
を
こ
う
捉
え
て
自
ら
の
出
発
点
と
し
た
。

　
「
河
童
出
現
ノ
事
実
ノ
書
史
ニ
見
ユ
ル
モ
ノ
、
甚
ダ
シ
ク
近
世
ノ
二
三
百
年
ニ
偏
レ
ル
コ
ト
ハ
（
中
略
）
大
ナ
ル
疑
イ
ノ
種
」
で

あ
り
、
ま
た
「
渡
来
発
現
ノ
ソ
レ
ラ
シ
キ
記
事
」
も
見
当
た
ら
ず
、「
今
後
尚
幾
多
ノ
憶
説
ヲ
存
立
セ
シ
メ
得
ベ
キ
余
地
ア
リ
」。
し

か
し
、「
何
人
モ
認
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
一
事
ア
リ
。
何
ゾ
ヤ
。
曰
ク
、
諸
国
ノ
碧
潭
ニ
棲
ミ
テ
、
時
々
馬
又
ハ
人
ノ
子
ヲ
水
ニ
引

キ
込
マ
ン
ト
ス
ル
物
ハ
河
童
ナ
リ
」（
柳
田　

一
九
八
九
、
九
八
、
傍
線
は
小
馬
）。
そ
し
て
、
こ
の
断
言
に
次
の
宣
言
が
続
く
。
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河
童
ニ
異
名
多
シ　
河
童
ト
ハ
本
来
何
者
ナ
ル
カ
。
少
ク
モ
我
々
ノ
多
数
ハ
之
ノ
問
題
ニ
答
エ
ン
ガ
為
ニ
ハ
、
是
非
ト
モ
順

序
ト
シ
テ
河
童
ノ
別
名
又
ハ
方
言
ヲ
比
較
考
察
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
予
ハ
此
迄
ハ
便
宜
上
東
京
語
ヲ
用
イ
テ
之
ヲ
「
カ
ッ
パ
」

卜
呼
ビ
タ
レ
ド
モ
、
是
レ
単
ニ
此
ノ
物
ノ
名
称
ノ
一
種
ニ
シ
テ
、
比
較
的
弘
ク
採
用
セ
ラ
レ
テ
ア
ル
者
卜
云
ウ
ニ
過
ギ
ザ
ル
ナ

リ
。
予
ガ
如
キ
モ
幼
時
之
ヲ
「
ガ
タ
ロ
」
卜
称
エ
タ
リ
。�

（
柳
田　

一
九
八
九
、
九
八
－
九
九
）

　

柳
田
の
こ
の
一
見
軽
妙
な
「
宣
言
」
の
裏
に
隠
さ
れ
た
重
大
な
問
題
の
核
心
は
、
愚
直
に
言
え
ば
、
何
故
い
き
な
り
こ
う
も
無
前

提
に
「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
言
い
切
れ
る
の
か
に
あ
る
。
柳
田
は
、「
河
童
ト
ハ
本
来
何
者
ナ
ル
カ
」
と
、
近
代
科
学
に
通
有
と

も
言
う
べ
き
対
象
定
立
的
な
問
を
立
て
て
疑
い
を
些
か
も
差
し
挟
ま
ず
、
次
い
で
「
東
京
語
」
の
河
童
を
借
り
て
設
け
た
単
一
の

「
河
童
」
概
念
の
外
延
に
、
日
本
全
国
の
残
余
の
水
妖
た
ち
を
ほ
ぼ
残
ら
ず
取
り
込
ん
だ
の
だ
。
柳
田
は
こ
の
手
順
を
積
極
的
な
方

法
と
し
て
自
明
視
し
、
か
く
し
て
「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
い
う
命
題
の
正
当
性
を
担
保
し
た
と
で
も
言
う
べ
き
論
法
を
採
っ
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
や
は
り
自
己
言
及
的
な
循
環
論
法
で
あ
っ
て
、
固
よ
り
「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
い
う
主
張
は
、
依
然

と
し
て
確
か
な
根
拠
を
欠
き
、「
順
序
ト
シ
テ
」
お
か
し
い
。
こ
の
主
張
は
、
柳
田
の
直
観
的
な
一
仮
説
と
し
て
、
や
や
距
離
を
置

い
て
取
り
扱
う
の
が
適
切
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
欠
落
し
て
い
る
の
は
、「
多
シ
」
と
断
言
さ
れ
た
個
々
の
「
異
名
」「
別
名
」「
方
言
」
が
実
際
に
異
名
（
同
一
の
対
象
Ａ

を
指
す
名
辞
群
Xn
）
な
の
か
ど
う
か
、
ま
た
「
異
名
」「
別
名
」「
方
言
」
の
概
念
の
異
同
、
な
ら
び
に
個
々
の
水
妖
・
水
魅
が
相
互
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に
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
等
の
問
を
立
て
て
現
場
で
実
証
的
に
検
証
す
る
、
地
道
で
も
必
須
と
見
る
べ
き
手
順
な
の
で
あ
る
。

　

狭
い
「
同
じ
」
地
域
に
複
数
の
異
な
る
水
妖
・
水
魅
が
棲
ん
で
い
る
例
も
少
な
く
な
い
。
右
の
よ
う
な
往
復
的
な
検
証
作
業
の
中

で
こ
そ
、
先
入
観
（
対
象
定
立
的
で
無
前
提
な
直
観
的
・
独
善
的
な
判
断
）
を
超
え
て
、
人
々
の
複
雑
で
豊
か
な
経
験
の
蓄
積
の
内

に
掬
す
べ
き
発
見
を
得
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
河
童
論
は
、
そ
ん
な
発
見
に
霊
感
を
得
た
一
層
の
相
互
参
照
（
正
し
い
意

味
で
の
比
較
）
を
基
盤
と
し
て
動
態
論
的
に
展
開
す
る
べ
き
な
の
だ
。

　

柳
田
が
列
挙
し
た
各
地
の
「
河
童
」
の
「
異
名
」（
な
い
し
は
「
別
名
」「
方
言
」）
の
中
に
は
、
い
わ
ば
虚
心
坦
懐
に
見
れ
ば
、

ガ
メ
、
カ
ワ
ッ
ソ
、
エ
ン
コ
ウ
、
メ
ド
チ
・
ミ
ン
ツ
チ
等
、
各
々
亀
か
鼈
、
獺
、
猿
（
猴
）、
蛟
（
水
龍
）
を
一
義
的
に
表
す
諸
語

が
並
ん
で
い
る
。
す
る
と
、
そ
れ
ら
区
々
別
々
の
諸
存
在
と
河
童
と
を
軽
々
し
く
無
前
提
に
は
同
一
視
し
得
な
い
、
と
判
断
す
る
の

が
人
情
の
最
も
自
然
な
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。
こ
と
さ
ら
に
フ
ッ
サ
ー
ル
に
拠
ら
ず
と
も
、
全
て
の
認
識
が
先
ず
は
主
観
的
に
初
発
す

る
こ
と
を
疑
え
な
い
が
ゆ
え
で
あ
る
。

2
．
河
童
無
き
富
山
（
越
中
）
の
ガ
メ
と
河
童

　

こ
こ
で
議
論
の
勘
所
を
簡
潔
で
、
且
つ
鮮
明
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
筆
者
（
現
地
で
の
長
期
参
与
観
察
を
方
法
的
な
研

究
基
盤
と
す
る
一
社
会
人
類
学
研
究
者
）
自
身
の
直
接
的
な
経
験
を
参
照
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
自
ら
の
民
俗
学
を
郷
土
研
究
と

規
定
し
、
各
々
の
土
地
で
の
伝
承
採
集
を
研
究
の
根
幹
と
し
て
最
重
視
せ
よ
と
弟
子
に
厳
し
く
令
し
た
、
柳
田
自
身
の
周
知
の
手
法

に
も
、
次
の
ご
と
く
よ
く
通
じ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

柳
田
は
、
土
地
の
伝
承
の
採
集
者
を
①
旅
人
、
②
寄
留
者
、
③
住
民
（
居
住
者
）
の
三
つ
に
分
類
し
た
う
え
で
、
人
々
の
心
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（「
心
意
」）
の
内
奥
に
ま
で
透
徹
す
る
伝
承
の
採
集
を
可
能
に
し
得
る
の
は
、
③
で
し
か
あ
り
得
な
い
と
力
説
し
て
止
ま
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

社
会
人
類
学
徒
た
る
筆
者
は
、
無
論
、
柳
田
の
そ
の
狭
く
て
頑
な
見
解
に
安
易
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
は
自
ら
の
心

理
に
最
も
良
く
通
じ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
住
民
が
そ
の
地
域
を
統
合
的
に
最
も
深
く
理
解
し
て
い
る
と
も
必
ず
し
も
言
え
な

い
。
こ
れ
は
、
大
方
の
人
に
と
っ
て
平
凡
な
経
験
的
事
実
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
現
地
に
長
く
住
み
込
み
、
人
々
と
暮
ら
し
を
共
に

し
つ
つ
一
社
会
（
共
同
体
）
の
文
化
の
内
側
か
ら
人
々
の
営
み
を
彼
ら
自
身
の
視
線
で
見
通
す
と
共
に
、
外
部
の
視
線
と
絶
え
ず
往

還
し
つ
つ
、「
現
地
で
現
地
を
考
え
る
」
社
会
人
類
学
の
方
法
と
実
践
に
深
い
信
を
置
く
。『
郷
土
研
究
』
誌
に
徴
し
て
も
、
柳
田
が

養
成
に
努
め
た
住
民
た
る
伝
承
採
集
者
諸
氏
の
大
方
は
片
々
た
る
短
報
が
、
社
会
人
類
学
者
の
報
告
に
見
る
省
察
を
凌
ぐ
と
は
、
恐

ら
く
誰
も
言
え
ま
い
。

　

た
だ
し
、
住
民
の
経
験
が
最
も
直
接
的
で
、
分
厚
い
も
の
で
あ
り
得
る
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、
広
く
郷
土
研
究
者
の
養

成
に
努
め
よ
う
と
試
み
た
柳
田
の
―
成
果
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
―
意
の
あ
る
と
こ
ろ
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

こ
で
筆
者
自
ら
の
次
の
体
験
を
披
瀝
す
る
の
も
強
ち
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

　

さ
て
、
戦
後
間
も
な
く
富
山
県
西
部
に
生
を
う
け
、
漫
画
に
熱
中
し
て
河
童
を
愛
し
た
―
だ
か
ら
視
力
を
損
な
っ
た
と
母
に
叱

ら
れ
続
け
た
―
少
年
は
、
後
年
『
河
童
駒
引
』
に
出
合
っ
て
刮
目
す
る
そ
の
刹
那
ま
で
、
足
下
に
河
童
が
い
た
と
は
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
。
同
書
は
、「
越
中
富
山
ニ
於
テ
河
童
を
『
ガ
メ
』
と
称
ス
ル
」（
柳
田　

一
八
八
九
、
一
〇
〇
）
と
書
く
。
そ
れ
は
、
筆

者
の
無
知
を
暴
く
全
く
衝
撃
的
な
一
条
で
あ
っ
た
。

　

日
々
の
遊
び
場
だ
っ
た
古
城
（
高
岡
城
址
）
公
園
の
升
形
の
一
際
深
い
堀
に
は
子
供
を
引
く
ガ
メ
が
棲
む
と
さ
れ
て
い
て
、
母
校
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の
校
長
や
担
任
は
夏
休
み
前
に
は
、
決
し
て
近
づ
く
な
と
警
告
す
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
ガ
メ
と
は
唯
々
怖
い
老
鼈
で
、

人
を
引
く
以
外
、
土
地
の
者
誰
の
目
に
も
河
童
の
内
包
に
ほ
ぼ
無
縁
な
存
在
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
小
学
校
入
学
間
も
な
い
頃
だ
っ
た
と
思
う
、
古
城
公
園
に
巨
大
な
河
童
が
突
如
現
れ
た
。
そ
の
青
銅
製
の
座
像
は
、

今
日
の
平
準
的
な
河
童
イ
メ
ー
ジ
に
沿
う
造
形
な
が
ら
も
小
柄
で
は
な
く
、
成
人
男
性
に
二
回
り
も
三
回
り
も
優
る
巨
大
で
滑
ら
か

な
肢
体
と
剽
悍
な
表
情
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
。
今
に
も
豹
変
・
変
化
し
そ
う
な
怪
し
さ
を
う
っ
す
ら
と
纏
い
、
写
実
的
で
内
に
力
を

秘
め
た
滑
ら
か
な
フ
ォ
ル
ム
が
実
に
美
し
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
は
当
初
人
通
り
の
あ
る
小
径
の
傍
ら
に
堂
々
と
陣
取
っ
て
い
た
が
、
何
時
の
間
に
か
公
園
内
の
射
水
神
社
境
内
の

目
立
た
ぬ
一
角
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
社
屋
の
裏
側
に
越
し
て
久
し
く
草
に
埋
も
れ
て
半
ば
放
置
さ
れ
、
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ

て
い
た
と
思
う
。
今
で
は
、
杳
と
し
て
行
方
が
知
れ
な
い
。

　

こ
の
河
童
像
は
、
地
元
高
岡
に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
彫
塑
科
で
高
村
光
雲
に
師
事
し
た
彫
刻
家
米
治
一
（
こ
め
・
じ
い
ち
、

一
八
九
六
－
一
九
八
五
）
が
地
元
に
戻
っ
て
鋳
物
の
原
型
師
と
な
り
、
一
九
五
四
年
一
一
月
二
一
日
に
制
作
を
完
了
し
た
も
の
だ
と

判
っ
て
い
る
。
治
一
は
、
銅
鋳
物
の
一
大
特
産
地
と
し
て
古
く
か
ら
聞
こ
え
る
高
岡
で
以
来
長
く
重
き
を
な
し
、
生
涯
に
一
千
を
超

え
る
「
原
型
」
を
作
っ
て
郷
土
の
産
業
と
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
そ
の
治
一
が
制
作
し
た
全
く
趣
が
異
な
る
別
の
河
童
の
銅
像
が
、
熊
本
市
の
繁
華
街
上
通
り
五
丁
目
の
書
店
で
あ
る
金
龍

堂
ま
る
ぶ
ん
の
店
頭
に
存
在
す
る
。
左
右
に
子
河
童
各
々
一
頭
を
従
え
て
胡
座
を
か
く
、
成
人
女
性
程
の
痩
せ
ぎ
す
の
体
軀
の
そ
の

河
童
は
、
膝
の
上
で
法
界
定
印
を
結
ぶ
。
獣
ら
し
い
風
貌
の
顔
は
窶
れ
気
味
。
下
向
き
の
目
線
は
曇
っ
て
暗
い
。
傍
ら
の
石
塊
中
の

銘
板
に
刻
ま
れ
た
「
河
童
像　

作
意
」
と
題
す
る
治
一
の
短
文
は
、
過
去
の
悪
夢
悪
行
を
禅
に
よ
っ
て
清
め
る
姿
だ
と
告
げ
て
い
る
。
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一
九
七
〇
年
一
月
二
一
日
に
完
成
し
た
、
治
一
、
七
四
歳
の
時
の
作
で
、
或
い
は
彼
の
晩
年
の
心
境
を
託
し
た
作
品
で
も
あ
っ
た
ろ

う
か
。

　

設
置
の
経
緯
が
、
地
元
紙
の
記
事
（『
熊
本
日
々
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
五
月
一
五
日
）
で
分
か
る
。
経
営
担
当
者
は
、
熊
本
の
水

を
メ
イ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
こ
の
新
設
店
の
デ
ザ
イ
ン
構
想
を
立
て
た
。
た
だ
、
噴
水
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
扱
い
に
窮
し
、
開

店
を
目
前
に
し
て
、
打
開
策
を
求
め
て
博
多
の
デ
パ
ー
ト
の
フ
ラ
ン
ス
古
美
術
品
即
売
会
を
妻
共
々
訪
れ
た
が
、
無
駄
足
だ
っ
た
。

だ
が
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
同
地
の
美
術
品
店
で
「
異
様
な
河
童
の
像
が
私
の
目
を
と
ら
え
て
離
さ
な
か
っ
た
。
ま
っ
た
く
偶
然
の
出

会
い
で
あ
る
。（
中
略
）
外
を
通
る
人
が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
河
童
像
を
眺
め
、
子
供
は
『
あ
、
カ
ッ
パ
だ
！
』
と
声
を
上
げ
、
指

さ
し
て
親
に
話
し
か
け
て
い
く
。『
こ
れ
だ
』
と
思
い
、
妻
の
顔
を
見
る
と
、
笑
っ
て
う
な
ず
い
た
」。
美
術
品
店
の
本
社
に
駆
け
つ

け
て
そ
の
非
買
品
の
買
い
取
り
交
渉
を
是
非
に
と
依
頼
、
一
週
間
後
に
治
一
か
ら
受
諾
の
書
簡
が
届
い
た
、
云
々
。
な
お
、
そ
の
河

童
像
は
上
通
り
商
店
街
の
守
り
神
と
し
て
今
も
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
と
言
う
。

　

古
城
公
園
の
河
童
の
圧
倒
的
な
生
命
感
か
ら
は
遠
い
そ
の
貧
相
な
河
童
像
が
、
完
成
直
後
に
博
多
で
す
ぐ
に
人
の
目
を
捕
ら
え
、

ほ
と
ん
ど
間
を
置
か
ず
に
移
転
し
た
同
じ
九
州
の
熊
本
で
は
、
街
の
人
々
の
日
常
と
心
に
滑
か
に
溶
け
込
ん
だ
。
両
河
童
像
の
運
命

の
対
照
は
実
に
鮮
烈
で
、「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
す
る
、
上
記
の
柳
田
の
河
童
概
念
に
対
す
る
筆
者
の
懐
疑
を
様
々
な
形
で
深
め

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
後
期
に
大
田
南
畝
が
、
九
州
で
は
余
国
と
違
っ
て
河
童
が
多
い
と
書
い
て
い
る
（『
半
日
閑
話
』）。
ま
た
、
大

き
く
時
代
が
下
が
る
が
、
九
州
長
崎
に
生
ま
れ
育
っ
た
歌
川
龍
平
は
自
著
『
長
崎
昔
話
』（
長
崎
文
学
社
、
一
九
四
八
）
に
こ
う
書

く
。「
河
童
は
、
わ
た
し
ど
も
に
信
仰
に
近
い
存
在
で
あ
る
。（
中
略
）
ど
こ
か
い
た
づ
ら
小
僧
ら
し
い
お
ど
け
た
姿
は
、
た
し
か
に
、
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日
本
人
の
も
つ
て
ゐ
る
あ
る
一
面
を
表
現
し
た
微
笑
ま
し
い
存
在
だ
と
言
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
し
は
小
さ
い
時
か
ら
、
町
の
古

老
に
河
童
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
た
」（
同
、
三
〇
、
傍
線
は
小
馬
）。

　

長
崎
の
河
童
は
、
怖
い
一
方
の
ガ
メ
が
居
座
っ
て
い
た
高
岡
と
は
ま
さ
に
別
世
界
の
住
人
の
感
が
あ
る
。
や
は
り
、
日
本
の
到
る

所
に
い
る
河
童
が
多
数
の
異
名
で
呼
ば
れ
る
と
す
る
宣
言
は
、
一
度
は
疑
い
、
慎
重
に
再
考
を
試
み
る
べ
き
、
柳
田
独
自
の
「
仮

説
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

3
．
辺
り
を
払
う
柳
田
の
河
童
観

　

さ
て
、
仮
に
柳
田
の
説
を
容
れ
て
「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
見
た
場
合
で
も
、
そ
の
（
新
た
な
）
河
童
概
念
の
外
延
は
余
り
に
も

幅
広
い
と
言
え
る
。
他
方
、
そ
の
内
包
も
実
に
多
岐
に
亘
り
、
一
部
相
矛
盾
も
し
、
高
い
統
合
を
見
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
『
河

童
駒
引
』
に
は
、
各
地
の
河
童
文
献
か
ら
の
随
意
で
豊
富
な
引
用
と
前
例
踏
襲
主
義
を
常
と
し
た
江
戸
時
代
、
特
に
そ
の
後
期
に
現

れ
た
本
草
学
＝
博
物
学
的
な
諸
説
の
方
向
性
を
助
長
し
て
集
成
・
統
合
し
た
妥
当
な
も
の
だ
と
い
う
見
方
も
、
無
論
あ
り
得
よ
う
。

　

そ
こ
で
―
神
奈
川
大
学
図
書
館
所
蔵
の
―
朝
川
鼎
（
一
七
八
一
－
一
八
四
九
）
著
、『
善
庵
随
筆
』（
一
八
五
〇
）
を
一
例
と

し
て
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。（
な
お
善
庵
は
、
強
く
請
わ
れ
て
、
藩
制
期
に
渋
江
氏
の
本
拠
と
な
る
肥
前
大
村
藩
に
出
仕

し
た
点
で
、
小
稿
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
る
）。
彼
は
、「
水
中
ニ
テ
人
ヲ
捕
リ
殺
ス
モ
ノ
三
ツ
ア
リ
」
と
し
て
「
河
童
」「
鼈
」「
水

蛇
」
を
挙
げ
、
水
死
体
を
検
分
す
れ
ば
そ
の
違
い
が
歴
然
と
分
か
る
と
書
く
。
河
童
な
ら
屍
の
口
が
開
い
て
笑
う
が
如
く
で
あ
り
、

水
蛇
な
ら
ば
歯
を
食
い
し
ば
り
、
鼈
で
は
脇
腹
の
章
門
（
の
ツ
ボ
、
小
馬
注
）
辺
り
に
爪
が
食
い
込
ん
だ
跡
が
残
っ
て
い
る
。
ど
の

場
合
も
、
口
か
ら
飲
み
込
ん
だ
水
が
排
出
さ
れ
て
屍
の
肛
門
が
開
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
世
人
肛
門
ヨ
リ
入
リ
テ
臓
腑
ヲ
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食
フ
ト
云
ハ
非
也
」
と
断
じ
る
。
こ
の
一
例
に
徴
し
た
だ
け
で
も
、
柳
田
的
な
河
童
観
が
必
ず
し
も
広
く
一
般
に
流
通
し
て
い
た
整

合
的
な
共
通
理
解
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
提
示
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
予
想
で
き
そ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
筆
者
の
割
り
切
れ
な
さ
を
余
所
に
、
そ
れ
ら
土
地
土
地
の
亀
、
鼈
、
獺
、
猿
（
猴
）、
蛟
等
、
従
来
の
有
象
無
象
の
水

妖
・
水
魅
ど
も
も
、
今
や
柳
田
の
絶
大
な
威
光
の
下
で
、
既
に
彼
の
「
河
童
」
概
念
に
包
摂
さ
れ
、
均
さ
れ
て
、
易
々
と
河
童
伝
説

異
版
の
主
人
公
へ
と
変
身
し
、「
零
落
し
た
水
辺
の
小
童
」
モ
チ
ー
フ
を
代
表
す
る
「
河
童
駒
引
」
話
に
も
回
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

既
に
、
庶
民
文
化
の
一
部
と
し
て
こ
の
形
で
定
着
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

柳
田
は
そ
れ
と
共
に
、
河
童
概
念
の
内
包
と
幾
分
で
も
重
な
る
、
海
外
の
諸
事
例
の
参
照
を
厳
し
く
戒
め
た
―
石
田
と
は
、
何

と
対
照
的
な
姿
勢
だ
ろ
う
か
。
彼
に
と
っ
て
、
河
童
の
外
延
は
幅
広
く
て
も
、
そ
れ
に
連
な
る
モ
チ
ー
フ
を
仮
り
に
も
適
用
す
る
べ

き
対
象
は
（
こ
と
に
現
代
的
脈
絡
に
於
い
て
は
）
厳
に
日
本
国
内
で
完
結
す
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

言
語
学
者
、
田
中
克
彦
が
指
摘
し
た
（
田
中　

一
九
九
四
、
三
〇
三
）
よ
う
に
、
柳
田
主
導
の
新
し
い
河
童
イ
メ
ー
ジ
が
滑
ら
か

に
国
民
的
な
知
識
伝
承
の
一
部
と
な
る
う
え
で
強
力
な
一
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
芥
川
龍
之
介
の
短
編
小
説
「
河
童
」（
一
九
二
七

年
）
の
盛
ん
な
人
気
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
芥
川
は
（
17
に
分
か
れ
る
節
の
「
九
」
で
）
河
童
と
化
し
た
そ
の
主
人
公
に
、
ゲ
エ
ル
と
い

う
名
の
河
童
の
発
言
を
受
け
て
、「
河
童
の
強
敵
に
獺
の
い
る
な
ど
と
言
う
こ
と
は
『
水
虎
考
略
』
の
著
者
は
も
ち
ろ
ん
、『
山
島
民

譚
集
』
の
著
者
柳
田
国
男
さ
ん
さ
え
知
ら
ず
に
い
た
ら
し
い
新
事
実
」
だ
と
言
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
軽
妙
な
揚
言
が
、
柳
田
の
提
唱

す
る
河
童
概
念
の
社
会
的
な
認
知
と
そ
の
普
及
・
促
進
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
は
、
恐
ら
く
確
か
だ
ろ

（
（
（

う
。

　

柳
田
自
ら
が
何
故
か
そ
の
原
稿
を
長
く
筐
底
に
秘
し
、
ま
た
自
ら
「
珍
本
」
と
呼
ん
だ
片
仮
名
交
じ
り
漢
文
体
の
『
河
童
駒
引
』

は
、「
三
十
年
も
昔
」
の
一
九
一
四
年
に
五
百
部
だ
け
刷
っ
て
「
知
己
同
好
に
頒
っ
た
」（
同
著
一
九
四
二
年
版
の
「
序
」）
に
過
ぎ
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な
か
っ
た
。
そ
の
『
河
童
駒
引
』
が
、
戦
時
中
の
一
九
四
二
年
に
増
刷
・
再
刊
さ
れ
る
と
―
九
州
を
起
点
と
し
て
や
が
て
一
九
五

〇
年
代
に
各
地
に
勃
興
し
、
そ
の
後
幾
度
か
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
―
河
童
（
族
）
プ
ー
ム
の
、
一
つ
の
強
力
な
火
付
け
役

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
河
童
は
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
、
子
供
向
き
の
絵
本
に
見
る
よ
う
に
、
今
や
日
本
の
庶
民
文
化
の
、
無
く
て
は
な
ら
ぬ
重
要
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
事
実
自
体
は
、
文
化
現
象
と
し
て
実
に
興
味
深
く
、
一
つ
の
豊
か
な
研
究
対
象
で
も
あ
り
得

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
現
象
の
淵
源
に
ま
で
遡
り
、
河
童
概
念
の
歴
史
的
な
形
成
と
展
開
を
踏
ま
え
て
論
じ
よ
う
と
す
る
限
り

は
、
先
述
し
た
通
り
、
柳
田
の
河
童
観
を
徒
ら
に
崇
め
、
無
批
判
に
受
容
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

4
．
石
田
英
一
郎
、
河
童
の
箍
を
外
す

　

こ
こ
で
問
題
の
人
類
学
上
の
大
論
争
に
立
ち
返
れ
ば
、
そ
れ
は
、
後
に
東
京
大
学
に
米
国
の
文
化
人
類
学
を
招
来
し
て
戦
後
人
類

学
界
を
一
新
す
る
こ
と
に
な
る
石
田
英
一
郎
が
、
敢
え
て
『
河
童
駒
引
考
』（
一
九
四
七
年
）
と
い
う
誠
に
大
胆
で
挑
戦
的
な
標
題

の
一
書
を
著
し
て
広
く
世
に
問
う
た
こ
と
で
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

石
田
は
同
書
の
「
新
版
序
文
」
に
於
い
て
、「
世
界
や
人
類
を
一
体
と
し
て
見
る
」「
古
代
文
化
史
研
究
」（
石
田　

一
九
九
四
、

七
）
で
あ
る
と
自
著
を
規
定
す
る
。
そ
の
石
田
の
見
地
で
は
、
河
童
駒
引
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
南
縁
部
に
展
開
し
た
先
ア
ー
リ
ア

文
化
地
帯
の
古
層
を
成
す
農
耕
的
文
化
複
合
（「
月
－
太
陽
－
女
性
－
牛
－
豊
穣
力
－
水
崇
拝
」）
に
固
有
な
、（
馬
な
ら
ぬ
）
牛
を

水
精
に
捧
げ
る
豊
穣
儀
礼
の
伝
承
モ
チ
ー
フ
の
後
継
の
一
異
版
と
見
倣
せ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
後
に
遊
動
的
な
騎
馬
民
族
が
南
下

し
て
来
た
地
域
で
は
、
馬
が
牛
に
取
っ
て
代
わ
る
。
こ
れ
ら
を
背
景
と
す
れ
ば
、
日
本
の
河
童
駒
引
伝
承
で
往
々
牛
が
馬
に
置
き
代
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わ
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
文
化
の
古
層
が
発
現
し
て
い
る
一
露
頭
だ
と
解
せ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

石
田
は
、
そ
の
「
第
一
版
序
文
」
で
自
著
の
意
義
を
方
法
論
的
に
次
の
如
く
解
題
し
て
い
る
。

　

河
童
駒
引
と
い
ふ
様
な
我
が
山
村
僻
陬
の
民
間
伝
承
を
捉
へ
、
之
を
欧
亜
大
陸
の
東
西
に
亙
る
資
料
と
比
較
し
つ
つ
、
問
題

を
人
類
文
化
史
の
重
要
な
一
側
面
に
ま
で
展
開
せ
し
め
た
本
書
に
、
も
し
取
る
べ
き
意
義
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
主

と
し
て
、
人
類
文
化
な
る
も
の
が
時
間
空
間
の
両
面
に
亙
つ
て
一
個
の
連
続
し
た
全
体
を
成
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
認
識
に
、
新
し

い
証
憑
を
提
出
し
た
点
に
あ
る
で
あ
ら
う
。�

（
石
田　

一
九
九
四
、
一
七
、
傍
線
は
小
馬
）

　

こ
こ
に
、
先
に
見
た
柳
田
の
河
童
観
に
透
け
て
見
え
る
「
一
国
民
俗
学
」
の
「
新
国
学
」
と
し
て
の
狙
い
や
方
法
、
そ
し
て
実
践

と
真
っ
向
か
ら
対
峙
し
た
、
石
田
の
問
題
意
識
の
強
烈
で
挑
発
的
な
発
露
が
あ
る
。
要
す
る
に
「『
河
童
駒
引
考
』
は
、
柳
田
の

『
河
童
駒
引
』
に
対
す
る
『
河
童
駒
引
考
』、
す
な
わ
ち
、「
一
国
民
俗
学
」
に
対
す
る
「
比
較
民
族
学
」
の
立
場
と
方
法
と
を
主
張

し
た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
著
作
」（
田
中　

一
九
九
四
、
三
〇
七
）
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
石
田
は
「
第
1
版
序

文
」
で
次
の
よ
う
に
言
明
し
た
。

　

民
族
学
は
、
民
族
＝
種
族
に
出
発
す
る
が
、
個
々
の
エ
ー
ト
ノ
ス
（
民
族
的
・「
種
族
」
的
単
位
の
基
盤
、
小
馬
注
）
の
歴

史
的
構
成
の
完
き
把
握
に
は
、
世
界
的
規
模
に
於
る
比
較
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
全
人
類
史
的
認
識
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

本
書
が
柳
田
先
生
等
の
日
本
民
俗
学
と
我
々
の
比
較
民
族
学
と
の
関
係
を
中
心
に
、
特
に
力
を
入
れ
た
の
も
こ
の
点
で
あ
る
。
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�

（
石
田　

一
九
九
四
、
一
九
、
傍
線
は
小
馬
）

　

な
お
石
田
は
、「
新
版
序
文
」
で
柳
田
の
一
国
民
俗
学
の
み
な
ら
ず
、
恩
師
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
等
の
広
域
的
な
「
文

化
圏
説
＝
文
化
層
の
図
式
に
よ
る
文
化
史
の
復
原
全
般
」
に
も
真
正
面
か
ら
疑
問
を
呈
し
、「
十
九
世
紀
や
二
十
世
紀
の
事
象
を
一

万
年
も
昔
の
習
俗
の
そ
の
ま
ま
の
残
存
ま
た
は
連
続
と
判
定
す
る
に
は
、
も
っ
と
説
得
力
の
あ
る
証
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
」（
石
田　

一
九
九
四
、
一
五
）
と
、
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
批
判
を
加
え
た
。
彼
は
、
一
人
の
誠
に
過
激
で
果
敢
な
「
戦
士
」
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

人
類
文
化
志
向
の
石
田
が
目
指
す
比
較
民
族
学
で
は
、
論
及
す
る
べ
き
対
象
が
常
に
「
エ
ー
ト
ノ
ス
」
か
ら
全
人
類
へ
と
開
か
れ
、

必
要
な
分
類
的
枠
組
は
、
設
定
も
切
り
替
え
も
、
主
題
に
即
し
て
中
立
的
で
自
由
た
り
得
る
。
だ
が
、
他
方
、（
特
に
或
る
極
め
て

困
難
な
国
際
政
治
状
況
下
で
は
）
多
少
と
も
政
治
的
・
領
土
的
な
関
数
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
絶
え
ず
学
問
の
外
部
か
ら

の
求
心
的
な
同
調
圧
に
も
曝
さ
れ
て
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
一
国
民
俗
学
的
な
研
究
は
、
得
て
し
て
、
局
所
的
な
狭
小
さ
と
窮
屈
さ
を

免
れ
得
な
い
。
柳
田
を
一
面
で
深
く
尊
敬
し
な
が
ら
も
、
石
田
の
批
判
は
、
一
九
五
七
年
の
民
俗
学
研
究
所
の
解
散
に
も
繫
が
る
ほ

ど
、
断
固
た
る
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
実
際
石
田
は
、
柳
田
の
伝
承
研
究
の
一
群
を
、
比
較
民
族
学
の
立
場
か
ら
大
き
く
発
展
さ
せ
た
業
績
で
世
に
知
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
―
『
河
童
駒
引
』
に
対
す
る
『
河
童
駒
引
考
』
と
同
様
に
―
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
に

対
す
る
「
桃
太
郎
の
母
」
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
事
実
の
一
方
で
、（
石
田
の
東
京
大
学
で
の
最
初
の
学
生
だ
っ
た
）
人
類
学
者
川
田
順
造
は
、
柳
田
に
は
一
国
民
俗
学
の
創

設
に
固
執
し
な
が
ら
も
、
大
き
な
志
と
共
に
優
れ
た
先
見
の
明
が
あ
り
、
世
界
民
俗
学
の
視
野
を
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
と
高
く
評
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し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
日
本
の
場
合
は
当
面
一
国
民
俗
学
で
な
け
れ
ば
駄
目
だ
が
、
そ
れ
が
将
来
世
界
民
俗
学
に
な
る
日
を

信
じ
、
そ
れ
を
望
む
と
語
っ
て
い
た
と
言
う
（
川
田　

一
九
九
七
、
六
一
－
六
二
）。

　

そ
の
川
田
は
ま
た
、
民
俗
学
研
究
が
「
近
代
国
家
の
形
成
と
結
び
つ
い
て
、『
近
代
』
の
中
で
初
め
て
自
覚
的
に
生
ま
れ
た
も
の

だ
と
言
え
る
」
と
し
、「
そ
れ
を
民
俗
学
と
し
て
自
覚
的
に
興
そ
う
と
す
る
意
志
、
そ
れ
は
グ
リ
ム
兄
弟
に
し
て
も
、
セ
ビ
オ
に
し

て
も
柳
田
（
の
「
経
世
済
民
」、
小
馬
注
）
に
し
て
も
、
そ
う
い
う
民
俗
学
の
志
と
い
う
も
の
は
政
治
性
を
帯
び
て
い
る
、
な
い
し

は
時
代
の
政
治
状
況
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
う
」（
川
田　

一
九
九
七
、
六
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
深
く
傾
聴
に
値
し
よ
う
。

　

こ
れ
は
、
柳
田
が
単
一
の
河
童
概
念
を
措
定
し
た
背
景
と
し
て
、
当
時
、
国
際
政
治
の
単
位
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

「
一
国
一
民
族
一
言
語
」
を
柱
と
す
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
建
設
に
対
す
る
志
と
強
い
責
任
感
が
あ
っ
た
と
す
る
筆
者
の
見
方
を
支
持
す
る
、

冷
静
な
評
言
で
あ
る
。
た
だ
、
筆
者
が
今
新
た
な
河
童
研
究
の
展
望
を
切
り
開
く
に
は
、
川
田
の
そ
の
論
評
を
尊
重
し
つ
つ
も
な
お
、

柳
田
が
（
時
代
状
況
に
よ
る
と
し
て
も
）
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
彼
の
河
童
観
に
些
か
な
り
と
も
陰
を
落
と
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
傾
き
を
、
方
法
論
的
に
洗
い
出
し
て
中
和
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

5
．
河
童
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
へ

　

た
だ
し
、
そ
う
述
べ
る
筆
者
の
河
童
へ
の
視
野
は
、
比
較
と
い
う
点
で
は
石
田
が
厳
し
く
批
判
し
た
柳
田
よ
り
も
さ
ら
に
求
心
的

で
内
向
的
だ
と
す
る
批
判
も
、
当
然
あ
り
得
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
予
想
さ
れ
る
そ
の
批
判
へ
の
（
先
回
り
的
な
）「
反
批
判
」
は
、

本
章
第
1
節
で
既
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、「
河
童
」
の
「
異
名
」「
別
名
」「
方
言
」
が
実
際
に
異
名
（
同
一
の

対
象
Ａ
を
指
す
名
辞
群
Xn
）
か
ど
う
か
を
、
現
場
で
実
証
的
に
検
証
す
る
往
復
的
な
作
業
に
よ
る
発
見
の
相
互
参
照
こ
そ
が
、
正
し
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い
意
味
で
の
比
較
た
り
得
る
の
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
柳
田
の
み
な
ら
ず
、
密
か
に
石
田
に
も
差
し
向
け
ら
れ
た
批
判
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
両
者
の
研
究
は
共
に
現
地

（
参
与
）
調
査
に
依
ら
ず
、
専
ら
文
献
に
一
方
的
に
依
拠
し
て
い
る
か
ら
だ
。「
感
情
移
入
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
け
れ
ど
も
、「
事

実
柳
田
国
男
自
身
が
や
っ
た
こ
と
は
、
外
か
ら
の
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
み
な
通
り
す
が
り
の
旅
の
見
聞
や
土
地
で
の
滞
在
は
ご
く
僅
か

の
聞
き
書
き
」（
川
田　

一
九
九
七
、
六
二
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
の
だ
。

　

実
は
、
そ
の
動
か
し
難
い
事
実
に
対
す
る
柳
田
自
身
の
密
か
な
自
覚
（
な
い
し
は
負
い
目
）
こ
そ
が
、
彼
を
し
て
『
河
童
駒
引
』

を
長
く
篋
底
に
眠
ら
せ
る
と
共
に
、「
住
民
＝
心
意
」
至
上
主
義
へ
と
方
法
論
的
に
短
絡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
決
定
的
な
要
因
だ
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

一
方
『
河
童
駒
引
考
』「
第
1
版
序
文
」
は
、
返
す
刀
で
当
時
の
世
界
の
人
類
学
の
新
た
な
潮
流
を
、
こ
う
も
批
判
す
る
。「
民
族

的
＝
種
族
的
単
位
集
団
を
問
題
と
せ
ず
、
又
時
の
深
さ
か
ら
切
り
離
し
た
現
在
の
み
を
対
象
と
す
る
人
類
社
会
一
般
の
分
析
は
、
寧

ろ
社
会
学
の
任
務
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
」（
石
田　

一
一
九
四
、
一
九
－
二
〇
、
傍
線
は
小
馬
）。

　
『
河
童
駒
引
』
は

―
民
俗
学
と
は
目
に
一
丁
字
無
き
常
民
の
た
め
の
「
も
う
一
つ
の
歴
史
学
」
だ
と
強
弁
し
た
柳
田
自
身
の
言

葉
と
は
裏
腹
に
―
専
ら
膨
大
な
諸
歴
史
資
料
を
渉
猟
博
覧
し
て
書
か
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
遠
く
先
史
時
代
に
遡
る
石
田
の
研

究
ほ
ど
の
時
間
的
深
度
は
無
い
も
の
の
、
そ
れ
な
り
に
日
本
史
の
厚
み
を
背
景
に
持
つ
。
他
方
、
ア
フ
リ
カ
を
初
め
、
主
に
伝
統
的

に
非
識
字
的
な
社
会
で
の
現
地
参
与
調
査
を
基
盤
と
し
て
立
論
す
る
英
国
流
の
社
会
人
類
学
は
、
歴
史
を
ほ
ぼ
欠
き
、
い
わ
ば
「
共

時
的
」
研
究
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
確
か
に
或
る
限
界
を
持
つ
―
石
田
が
東
京
大
学
に
導
入
し
た
の
が
英
国
社
会
人
類
学
で
な
く

米
国
文
化
人
類
学
だ
っ
た
理
由
も
、
恐
ら
く
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
石
田
の
批
判
の
主
眼
は
、
む
し
ろ
社
会
人
類
学
に
向
け
ら
れ
て
い
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た
と
さ
え
も
言
え
る
。

　

そ
こ
に
は
、
石
田
の
絶
対
の
自
信
が
窺
え
る
の
だ
が
、
改
訂
を
経
た
『
河
童
駒
引
考
』
の
「
新
版
序
文
」
で
は
、
社
会
人
類
学
へ

の
右
の
辛
辣
な
批
判
を
全
く
拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
あ
っ
さ
り
と
撤
回
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
英
国
社
会
人
類
学
の
構
造
＝
機

能
主
義
へ
の
自
ら
の
原
則
的
で
頑
な
批
判
展
開
の
経
緯
を
、
こ
う
述
べ
た
。

　
（
自
著
の
、
小
馬
注
）
第
一
版
の
序
文
を
読
む
と
、
著
者
は
い
わ
ゆ
る
社
会
人
類
学
的
な
学
問
傾
向
に
対
し
、
い
さ
さ
か
肩

を
怒
ら
せ
て
、
文
化
史
的
民
族
学
の
立
場
と
そ
の
存
在
理
由
と
を
擁
護
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
私
は
、
そ
の
後
の
理

論
的
な
著
作
の
中
に
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
元
来
、
こ
の
二
つ
の
立
場
を
そ
れ
ほ
ど
対
立
的
に
は
考
え
て
い
な
い
。
構
造
的

―

機
能
的
な
分
析
と
把
握
な
し
に
は
、
真
の
文
化
史
を
構
成
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
背
景
を
無
視
し

て
文
化
の
構
造
的
理
解
に
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。�

（
石
田　

一
九
九
四
、
一
一
）

　

今
更
な
が
ら
の
観
は
あ
れ
、
そ
れ
な
り
に
冷
静
で
、
ご
く
穏
当
な
見
解
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
石
田
は
、
米
国
（
総

合
）
人
類
学
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
論
に
言
及
し
、
さ
ら
に
肯
定
的
で
入
門
的
な
解
題
を
加
え
て
い
る
。

　
（
こ
の
学
説
は
、
小
馬
注
）
こ
れ
ま
で
比
較
的
最
近
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
結
果
だ
け
を
重
視
し
て
、
調
査
の
対
象
と

し
た
部
族
に
関
す
る
幾
世
紀
も
の
過
去
の
記
録
が
存
在
し
て
も
、
こ
れ
を
利
用
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
出
発
し
た
も

の
で
、
主
と
し
て
歴
史
学
者
と
人
類
学
者
の
双
方
か
ら
無
視
さ
れ
て
き
た
過
去
の
文
書
資
料
の
組
織
的
な
利
用
に
よ
る
民
族
史
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の
研
究
を
意
味
し
、
こ
れ
が
さ
ら
に
考
古
学
の
遺
跡
遺
物
を
は
じ
め
、
一
切
の
存
在
す
る
材
料
を
併
せ
て
活
用
し
よ
う
と
い
う

方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
私
が
こ
こ
で
言
う
文
化
史
の
概
念
に
極
め
て
近
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
わ

ゆ
る
歴
史
家
の
す
べ
て
が
顧
み
な
い
説
話
の
断
片
の
よ
う
な
も
の
ま
で
、
文
明
民
族
の
遠
い
昔
の
記
録
の
中
か
ら
探
り
出
し
て
、

そ
れ
を
本
書
で
試
み
た
よ
う
な
方
法
で
文
化
史
の
資
料
に
役
立
て
る
こ
と
も
、
ま
た
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
仕
事
に
入
る
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
。�

（
石
田　

一
九
九
四
、
一
二
－
一
三
）

6
．
河
童
信
仰
の
「
大
伝
統
／
小
伝
統
」

　

筆
者
も
、「
歴
史
学
者
と
人
類
学
者
の
双
方
か
ら
無
視
さ
れ
て
き
た
」
肥
後
で
は
一
家
、
肥
前
で
は
三
家
の
渋
江
氏
に
伝
わ
る
膨

大
な
文
書
群
を
相
次
い
で
「
発
見
」
し
、
約
十
年
を
要
し
て
そ
の
悉
皆
調
査
と
、
一
部
は
影
印
・
釈
文
付
き
の
目
録
四
冊
（
田
上　

二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
九
、
二
〇
一
〇
）
の
刊
行
を
な
し
終
え
た
。
そ
の
渋
江
家
文
書
群
の
み
な
ら
ず
、
雑
多
な
刊
本
中

に
も
散
見
す
る
渋
江
家
の
歴
史
記
録
の
断
簡
も
努
め
て
善
用
し
て
、
石
田
の
右
の
如
き
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
観
と
そ
の
志
向
性
に
大

旨
沿
っ
た
河
童
論
を
こ
れ
か
ら
小
稿
で
展
開
し
て
行
き
た
い
。

　

従
来
は
、
古
辞
書
類
や
、
本
草
学
・
博
物
学
の
河
童
観
・
河
童
像
に
基
づ
き
、
河
童
を
外
側
か
ら
客
観
的
に
物
と
し
て
把
握
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
に
大
き
く
研
究
が
偏
し
て
い
た
。
そ
の
決
定
的
な
欠
落
は
、
歌
川
龍
平
が
「
河
童
は
、
わ
た
し
ど
も
に
信
仰
に
近
い

存
在
で
あ
る
」（
本
章
第
2
節
）
と
述
べ
た
様
な
「
主
観
的
」
な
―
強
い
て
言
え
ば
現
象
学
的
な
―
眼
差
し
へ
の
関
心
と
注
目
、

言
わ
ば
信
仰
の
対
象
で
も
あ
っ
た
河
童
の
研
究
へ
の
志
向
性
に
あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
点
で
、
河
童
の
他
に
類
を
見
な
い
強
味
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
古
く
か
ら
の
伝
統
を
保
ち
つ
つ
、
今
も
生
き
た
河
童
信
仰
を
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司
る
肥
前
・
肥
後
渋
江
氏
の
存
在
で
あ
る
。
同
氏
は
、（
最
長
な
ら
）
鎌
倉
初
期
以
来
約
八
百
年
間
、
河
童
（
兵ひ

ょ

主う
す

部べ

）
信
仰
の

家
々
と
し
て
存
続
し
、
少
な
く
と
も
ほ
ぼ
九
州
全
域
の
種
々
雑
多
な
「
河
童
」
信
仰
や
伝
承
の
形
成
と
波
及
に
直
接
的
・
間
接
的
に

多
様
な
影
響
を
与
え
続
け
て
来
た
と
言
え
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
河
童
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
於
い
て
、
筆
者
は
石
田
の
右
の
提
言
を
是
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
更
に
も
う
一

つ
別
の
、
き
わ
め
て
重
要
な
志
向
性
を
加
味
し
た
い
の
で
あ
る
。
米
国
の
文
化
人
類
学
者
レ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ー
ド
（Robert Red-

field

）
が
自
ら
の
中
米
研
究
の
成
果
か
ら
導
き
出
し
た
、「
大
伝
統
／
小
伝
統
」（great and little traditions

）
理
論
が
そ
れ
で

あ
る
。

　

都
市
部
（
識
字
的
社
会
）
の
「
大
伝
統
」
が
村
社
会
（
小
さ
な
非
識
字
的
共
同
体
）
に
圧
倒
的
な
力
で
迫
っ
て
来
る
時
、
現
地
の

人
々
は
自
ら
の
社
会
・
文
化
の
各
々
の
傾
向
と
受
容
の
力
量
に
応
じ
て
「
大
伝
統
」
を
簡
略
に
解
釈
し
直
し
な
が
ら
も
即
自
的
に
、

す
な
わ
ち
自
ら
の
社
会
・
文
化
に
幾
分
な
り
と
も
適
合
的
に
そ
れ
を
「
流
用
」
す
る
。
そ
の
よ
う
な
変
容
過
程
に
於
い
て
初
め
て
独

自
の
厚
み
の
あ
る
「
小
伝
統
」、
言
い
換
え
れ
ば
一
定
の
広
が
り
を
持
つ
「
民
俗
」（folklolre

）
が
胚
胎
し
、
独
自
の
形
成
・
発
展

を
見
る
と
言
え
る
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
村
々
の
伝
統
の
多
く
は
個
々
別
々
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
育
ま
れ
る
よ
り
も
、
こ

の
よ
う
な
「
小
伝
統
」
と
し
て
発
祥
す
る
契
機
を
得
る
方
が
一
般
的
だ
と
い
う
見
解
を
持
っ
て
い
る
。

　

橘
諸
兄
を
鼻
祖
と
し
、
源
頼
朝
に
近
習
し
た
そ
の
子
孫
で
あ
る
橘
公
業
が
鎌
倉
時
代
の
初
期
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
六
）
に
九
州

に
下
っ
て
肥
前
国
長
島
荘
に
入
部
し
、
一
気
に
在
地
領
主
化
し
た
。
都
の
識
字
文
化
に
深
く
浸
っ
た
そ
の
嫡
流
こ
そ
が
渋
江
氏
で
あ

り
、
そ
の
渋
江
氏
が
形
成
し
た
原
河
童
信
仰
の
大
伝
統
が
九
州
各
地
の
非
識
字
的
な
村
々
の
河
童
に
関
す
る
小
伝
統
形
成
に
絶
大
な

影
響
力
を
長
く
発
揮
し
て
来
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
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二
、
長
め
の
助
走
（
2
）
―
本
草
学
的
河
童
論
再
考

　

さ
て
、
渋
江
氏
の
河
童
信
仰
の
大
伝
統
を
巡
る
歴
史
的
な
考
察
を
始
め
る
前
に
実
施
し
て
お
く
べ
き
方
法
上
の
検
討
が
、
ま
だ
他

に
も
残
っ
て
い
る
。
無
論
、
そ
の
一
つ
が
、
前
章
の
末
尾
で
触
れ
た
、
考
察
の
対
象
を
物
と
し
て
客
観
視
す
る
傾
き
が
著
し
い
河
童

研
究
の
従
来
の
あ
り
方
の
、
根
本
的
な
再
検
証
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
筆
者
の
河
童
研
究
が
い
わ
ば
「
信
仰
と
し
て
の
河
童
」
の
伝
統
の
解
明
に
重
き
を
置
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
再
検

討
は
網
羅
的
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
戦
略
的
に
、
些
か
簡
易
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
或
る
少
壮
の
研
究
者
の
手
に
な
る
、

枝
葉
末
節
の
論
点
に
は
無
闇
に
深
入
り
し
な
い
軽
快
な
論
考
（
小
澤　

二
〇
一
一
）
の
方
が
優
れ
て
エ
レ
ガ
ン
ト
で
あ
り
、
大
局
的

な
見
通
し
を
得
る
上
で
汲
む
べ
き
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
。

1
．
西
国
か
ら
江
戸
へ
進
出
す
る
「
河
童
」

　

そ
の
小
澤
論
文
は
、「
河
童
」（
つ
ま
り
、
広
義
の
河
童
）
が
今
日
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
辿
り
着
い
た
歴
史
的
な
変
遷
過
程
を
、

文
献
資
料
に
も
触
れ
つ
つ
、「
図
像
資
料
を
中
心
に
」
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
文
献
資
料
を
扱
っ
た
前
半
部
は
小
澤
の
論
の
土

台
作
り
の
一
環
と
し
て
有
効
だ
っ
た
。
し
か
し
、
忌
憚
な
く
言
え
ば
、
従
来
の
文
献
研
究
に
通
有
の
決
定
的
な
理
論
的
難
点
を
ま
だ

脱
し
て
い
な
い
―
本
章
第
3
節
で
展
開
す
る
論
評
参
照
。
他
方
、
図
像
資
料
に
肉
薄
し
た
後
半
部
は
、
率
直
で
若
々
し
い
独
創
性

が
大
切
な
発
見
を
導
い
て
い
て
、
新
鮮
で
刮
目
に
値
す
る
。
細
部
は
原
論
文
に
譲
る
と
し
て
、
一
通
り
そ
の
要
約
を
試
み
て
み
よ
う
。
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「
河
童
」
の
図
像
が
先
ず
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
大
坂
の
医
師
寺
島
良
庵
の
『
和
漢
三
才
図
会
』（
一
七
一
二
）
中
（
原
著
で
は

「
河
童
」
は
川
太
郎
、
一
名
川
童
〔
か
わ
ろ
う
〕）
で
、
登
頂
部
が
窪
み
両
手
に
水
搔
き
が
あ
る
他
は
、
猿
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

同
時
代
に
は
、
中
国
の
「
水
虎
」
に
「
河
童
」
を
宛
て
る
論
者
が
多
か
っ
た
が
、
良
庵
は
両
者
を
明
確
に
区
別
し
て
河
童
の
直
前
に

水
虎
を
別
途
立
項
し
、
そ
れ
に
は
『
本
草
綱
目
』
か
ら
引
用
し
た
、
は
っ
き
り
と
異
な
り
方
が
分
か
る
別
図
を
付
し
て
い
る
。

　

一
八
世
紀
の
特
徴
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』、
平
瀬
徹
斎
編
著
・
長
谷
川
光
信
画
『
日
本
山
海
名
物
図
会
』（
一
七
五
四
、
名
称
は

河
太
郎
、
関
東
で
は
河
童
〔
か
は
わ
ら
は
〕）、
春
名
忠
成
著
『
西
播
怪
談
実
記
』（
一
七
五
四
）
等
の
如
く
、
猿
に
似
た
イ
メ
ー
ジ

で
「
河
童
」
が
描
か
れ
る
趨
勢
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
挙
げ
た
三
点
の
全
て
で
「
河
童
」
出
現
の
舞
台
が
西
国
（
西
日
本
）
と
さ
れ

て
い
る
事
実
は
重
い
。

　

た
だ
し
、
一
八
世
紀
も
後
半
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
と
全
く
異
質
な
「
河
童
」
が
江
戸
で
も
描
か
れ
る
始
め
る
。
そ
の
典
型
が
、
名

高
い
鳥
山
石
燕
の
『
図
画
百
鬼
夜
行
』（
一
七
七
八
）
中
の
絵
図
で
あ
り
、
そ
の
「
丸
い
目
、
横
に
大
き
く
広
が
っ
た
口
、
皮
膚
の

模
様
や
ぶ
よ
ぶ
よ
し
た
質
感
、
甲
羅
」
が
蛙
や
亀
を
連
想
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
追
う
よ
う
に
、
江
戸
で
も
ま
た
「
河
童
」

出
現
の
噂
が
人
々
の
口
の
端
に
上
り
出
し
た
の
だ
っ
た
。

　

根
岸
鎮
衛
著
『
耳
袋
』（
一
七
八
四
起
筆
、
一
八
一
四
成
立
）「
巻
の
一
」
に
出
る
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
仙
台
河
岸
の
伊
達

家
蔵
屋
敷
で
撃
ち
殺
さ
れ
た
「
河
童
」
の
絵
図
で
は
、
甲
羅
様
の
物
や
「
頭
の
皿
の
よ
う
な
も
の
と
放
射
状
に
伸
び
た
毛
髪
が
な
け

れ
ば
河
童
と
判
断
が
つ
か
な
い
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
三
五
）。
出
現
譚
の
虚
実
は
と
も
か
く
、
そ
れ
ま
で
図
像
的
に
関
西
に
偏
っ

て
分
布
し
て
い
た
「
河
童
」
が
「
江
戸
を
舞
台
と
し
て
も
描
か
れ
る
ほ
ど
注
目
さ
れ
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
三
五
）、
江
戸
風
の
独

自
の
像
容
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
絵
図
で
は
、
化
け
、
人
を
水
中
に
引
き
込
み
、
尻
子
玉
を
抜
い
て
殺
す
、
そ
の
恐
ろ
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し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
西
国
で
は
多
く
の
場
合
（
赤
く
て
）
毛
深
い
猿
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

が
、
江
戸
で
は
中
期
・
後
期
に
（
緑
色
を
し
た
）
亀
や
蛙
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
、

ま
た
「
相
撲
を
と
る
、
駒
引
き
を
失
敗
し
て
手
を
切
ら
れ
る
、
尻
子
玉
を
抜
く
、

人
間
に
祟
る
な
ど
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
三
六
）、
そ
の
属
性
の
描
写
が
多
い

こ
と
を
、
一
八
世
紀
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

次
い
で
一
九
－
二
〇
世
紀
に
も
ま
た
像
容
が
大
き
く
変
化
し
た
。
例
え
ば
、

本
草
学
者
栗
本
丹
州
が
著
し
た
『
千
蟲
図
』（
序
、
一
八
一
一
）
は
、
水
虎
に

見
立
て
た
「
河
童
」
を
い
か
に
も
図
鑑
ら
し
く
正
面
・
背
面
・
側
面
の
三
方
向

か
ら
描
き
、
水
虎
は
亀
の
類
だ
と
添
書
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
こ
の
時
期
に
は
、

文
献
で
も
図
像
で
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
『
河
童
』
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て

い
た
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
三
八
）
の
だ
。

　

以
上
の
整
理
を
基
に
、
小
澤
は
「
い
わ
ば
『
河
童
の
専
門
書
』」
た
る
古
河

侗
庵
編
『
水
虎
考
略
』（
一
八
二
〇
）
所
収
の
「
水
虎
」
図
一
三
点
（
図
1
）

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
、
実
に
興
味
深
い
比
較
考
量
を
試
み
た
。
足
の

み
の
一
点
も
含
む
、
向
っ
て
右
側
七
点
は
、
豊
後
国
日
田
近
隣
（
の
筑
後
川
・

山
国
川
水
系
、
小
馬
注
）
で
の
河
童
遭
遇
者
数
人
か
ら
の
聴
取
記
録
集
で
あ
る
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『
河
童
聞

（
（
（

合
』
中
の
絵
図
の
複
写
で
あ
り
、
ど
れ
も
皆
猿
の
風
貌
に
似
る
。
逆
に
、
向
っ
て
左
側
の
六
点
は
鼈
ら
し
い
特
徴
が
目
立

ち
、
そ
の
内
、
下
側
の
三
点
は
上
記
『
千
蟲
図
』
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

要
す
る
に
「『
水
虎
考
略
』
は
、
猿
イ
メ
ー
ジ
と
亀
・
ス
ッ
ポ
ン
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
が
よ
く
わ
か
る
（
ま
さ
し
く
恰
好
の
、
小
馬

注
）
資
料
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
は
、
学
者
や
医
師
な
ど
い
わ
ゆ
る
知
識
人
の
間
で
、
こ
う
し
た
『
河
童
』
の
図
像
が
出
回
り
、
転

写
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
三
八
）
も
の
と
推
定
で
き
る
。

2
．
錦
絵
が
も
た
ら
し
た
大
転
換

　

大
略
以
上
の
よ
う
な
内
容
だ
け
な
ら
、
中
村
禎
里
（
一
九
九
六
）
の
よ
り
多
角
的
な
分
析
も
別
に
あ
る
。
だ
が
、
小
澤
の
本
領
と

新
た
な
貢
献
は
む
し
ろ
こ
の
先
だ
。
す
な
わ
ち
、「
河
童
」
イ
メ
ー
ジ
の
一
層
の
大
転
換
が
「
錦
絵
の
中
で
起
き
た
」
と
し
、
三
代

目
歌
川
豊
国
、
歌
川
国
芳
、
遠
浪
斎
重
光
等
の
仕
事
に
即
し
て
大
柄
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
功
績
は
大
き
い
。

　

豊
国
で
は
亀
と
蛙
の
要
素
が
混
在
し
、
国
芳
で
は
甲
羅
も
消
え
て
よ
り
蛙
っ
ぽ
く
な
る
。
重
光
の
『
か
つ
ぱ
づ
く
し
』
で
は
「
表

情
も
豊
か
で
、
滑
稽
さ
に
満
ち
」、
ま
た
よ
く
触
れ
ら
れ
る
胡
瓜
も
見
え
て
、
河
童
の
好
物
の
知
識
の
浸
透
ぶ
り
が
窺
え
る
。
そ
し

て
、
人
の
側
で
は
恐
れ
の
色
が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
世
紀
を
通
観
す
れ
ば
、
初
期
は
手
斬
り
等
、「
河
童
」
の
逸
話
や
属
性
に
焦
点
が
あ
っ
た
も
の
の
、
や
が
て
本
草
学
的
な
関

心
が
高
ま
る
と
『
千
蟲
図
』
を
手
始
め
に
学
術
的
な
図
柄
へ
と
関
心
が
向
か
っ
て
行
っ
て
、
亀
や
鼈
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
次
い
で
庶
民
の
娯
楽
に
供
す
る
錦
絵
が
登
場
し
て
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
蛙
似
の
も
の
や
蛙
が
甲
羅
を
負
っ
た
よ

う
な
小
柄
な
「
河
童
」
の
像
が
多
く
な
り
、
愛
嬌
や
滑
稽
味
も
加
わ
っ
て
来
る
。
す
る
と
、
こ
う
し
た
怪
異
性
の
希
薄
さ
も
手
伝
っ
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て
、
河
童
の
人
気
の
向
上
に
も
繫
が
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
流
れ
が
、
明
治
時
代
以

降
、
小
川
芋
銭
や
清
水
昆
の
画
業
を
介
し
て
、
一
層
人
間
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
強
め

た
と
言
え
る
。

　

ほ
ぼ
以
上
の
如
く
概
観
し
た
小
澤
は
、
そ
の
変
遷
過
程
の
要
点
を
分
か
り
易
く

図
2
に
纏
め
て
示
す
。

　

そ
の
う
え
で
な
お
小
澤
は
、「
な
ぜ
猿
イ
メ
ー
ジ
か
ら
亀
や
ス
ッ
ポ
ン
、
蛙
の

イ
メ
ー
ジ
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
四
二
）
と
、
敢
え

て
究
極
の
疑
問
を
今
更
の
如
く
呈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
胆
に
こ
う
締
め
括
る
。

「
西
国
に
猿
イ
メ
ー
ジ
が
多
か
っ
た
よ
う
に
、『
河
童
』
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
そ

も
そ
も
江
戸
に
お
い
て
は
猿
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
亀
・
ス
ッ
ポ
ン
・
蛙
イ
メ
ー

ジ
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
四
二
）。
ま
さ
し
く
明
快
で
、

且
つ
粘
り
強
い
検
討
を
経
て
鋭
く
的
を
射
抜
い
た
、
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
論
点
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3
．
河
童
は
、
は
た
し
て
カ
ッ
パ
だ
ろ
う
か
？

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
触
れ
な
い
で
来
た
、
小
澤
論
文
の
或
る
特
異
な
表
記
に
つ
い

て
、
こ
こ
で
論
じ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
小
澤
が
、
論
文
標
題
を
初
め
と
し
て
、



26

河
童
に
言
及
す
る
時
に
は
労
を
惜
し
ま
ず
、
逐
一
角
括
弧
を
施
し
て
「
河
童
」
と
表
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
体
何
故
だ
ろ
う
か
。

筆
者
な
り
に
推
し
量
れ
ば
、
恐
ら
く
次
の
よ
う
に
言
え
そ
う
だ
。

　

諸
文
献
に
於
け
る
い
わ
ば
「
河
童
の
よ
う
な
物
」
の
漢
字
表
記
（
①
）
は
、
河
童
、
川
童
、
川
太
郎
、
河
太
郎
、
川
郎
、
河
郎
、

河
伯
、
水
虎
等
々
諸
々
で
、
そ
の
（
説
明
文
や
ル
ビ
等
に
よ
る
）
音
表
記
（
②
）
も
ま
た
カ
ッ
パ
、
カ
ハ
ワ
ラ
ハ
、
カ
ハ
ワ
ツ
パ
、

カ
ハ
ラ
ウ
、
カ
ハ
タ
ラ
フ
、
カ
ハ
ク
、
カ
ハ
ノ
カ
ミ
等
々
と
や
は
り
区
々
で
あ
り
、
必
ず
し
も
統
一
性
が
な
い
。
そ
れ
ら
の
外
形
と

内
容
を
広
く
比
較
考
量
す
る
目
的
で
、
①
と
②
の
各
一
要
素
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
各
々
の
対
の
全
て
を
内
包
と
す
る
記
述
概
念

を
設
定
し
て
論
述
を
可
能
に
す
る
方
法
的
な
工
夫
、
そ
れ
が
「
河
童
」
と
い
う
角
括
弧
付
き
の
単
一
表
記
の
採
用
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
柳
田
が
「
河
童
ニ
異
名
多
シ
」
と
言
い
捨
て
て
足
早
に
、
且
つ
曖
昧
に
や
り
過
ご
し
た
方
法
上
の
隘
路
を
看
過
せ
ず
、

真
摯
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
工
夫
し
た
の
で
あ
る
。

　

小
澤
が
直
面
し
た
隘
路
は
、
本
来
、
専
ら
古
文
献
に
依
拠
す
る
従
来
の
「
河
童
」
研
究
者
が
、
共
通
し
て
経
験
せ
ず
に
は
済
ま
な

い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
河
童
に
言
及
し
た
と
見
な
し
得
る
、
可
能
な
限
り
多
く
の
古
文
献
の
、
可
う
限
り
多
数
の
異
本

を
参
照
・
校
合
し
て
、
河
童
概
念
の
起
源
と
変
遷
過
程
を
推
定
す
る
試
み
を
追
求
し
、
実
践
し
て
来
た
。
だ
が
、
依
然
と
し
て
解
決

か
ら
は
程
遠
く
、
む
し
ろ
混
迷
の
度
を
深
め
た
と
さ
え
も
言
え
る
。
そ
こ
に
は
、
実
は
、
秘
め
ら
れ
た
深
遠
な
盲
点
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

　

小
澤
は
、
中
村
禎
里
が
「『
河
童
』
に
関
す
る
文
献
・
図
録
で
あ
る
『
水
虎
考
略
』（
古
河
侗
庵
編
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年

刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
絵
の
出
典
や
モ
チ
ー
フ
な
ど
を
詳
し
く
考
察
し
た
」
こ
と
に
触
発
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
「
範
囲
は
錦
絵
ま
で
に

は
及
ば
な
か
っ
た
」（
小
澤　

二
〇
一
一
、
二
六
）
と
明
敏
に
気
づ
い
た
。
そ
こ
で
、
錦
絵
の
登
場
に
よ
る
「
河
童
」
イ
メ
ー
ジ
の
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変
遷
の
検
討
を
追
加
し
て
、
先
述
し
た
と
お
り
の
新
た
な
眺
望
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
錦
絵
も
含
め
た
図
録
・
図
絵
の
分
析
は
、
図
像
に
は
画
面
上
に
（
時
に
は
夥
し
い
量
の
）
添
書
を
伴
う
が
ゆ
え

に
、
書
誌
的
研
究
一
般
が
避
け
得
な
い
隘
路
に
同
じ
く
到
る
こ
と
を
免
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
隘
路
た
る
根
源
的
な
問
題
と
は
、
正
書
法
無
き
日
本
語
の
文
字
表
記
に
特
有
の
、
漢
字
を
用
い
た
和
語
の
文
字
化
を
追
求
し

て
来
た
歴
史
、
つ
ま
り
無
文
字
の
和
語
が
書
き
言
葉
を
獲
得
す
る
過
程
で
現
実
に
抱
え
込
ん
だ
、
豊
か
で
あ
る
と
共
に
、
極
め
て
複

雑
で
厄
介
な
捩
じ
れ
現
象
の
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

国
語
学
者
亀
井
孝
が
最
初
に
、
そ
の
捩
じ
れ
に
よ
る
日
本
語
書
き
言
葉
の
呪
縛
的
な
一
局
面
を
「
よ
め
る
け
ど
ヨ
メ
な
い
」
と
言

い
表
し
て
、
巧
み
に
浮
上
さ
せ
て
み
せ
た
（
亀
井　

一
九
五
七
）。
そ
れ
を
、
日
本
語
学
者
今
野
真
二
が
次
の
よ
う
に
あ
ら
た
め
て

紹
介
し
、
解
題
し
て
い
る
。

　

亀
井
孝
（
一
九
五
七
）
は
「
春
楊
葛
山
登
雲
立
座
妹
念
」（『
万
葉
集
』
巻
十
一
、
二
四
五
三
番
歌
、
小
馬
注
）
の
よ
う
に
、

漢
字
に
よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
て
い
る
日
本
語
を
、
具
体
的
な
日
本
語
に
ま
で
も
ど
す
操
作
を
「
ヨ
ミ
・
ヨ
ム
」、
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
を
「
よ
み
・
よ
む
」
と
表
示
し
て
、「
読
み
」
に
二
つ
の
相
（phase

）
を
設
定
し
た
。
具
体
的
な
日
本
語
に
も
ど

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
内
容
＝
言
い
た
い
こ
と
は
わ
か
る
と
い
う
場
合
は
、「
よ
め
る
け
ど
ヨ
メ
な
い
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。�

（
今
野　

二
〇
二
四
、
三
〇
）

　

つ
ま
り
、「
春
に
な
っ
て
芽
を
出
し
始
め
た
柳
の
美
し
い
葛
城
山
に
雲
が
湧
き
立
っ
て
止
ま
な
い
が
ご
と
く
、
愛
し
い
あ
の
娘
を
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思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」（
小
馬
試
案
）
と
い
う
、
当
該
の
短
歌
の
お
お
よ
そ
の
文
意
は
推
し
量
れ
る
。
漢
字
は
、
元
来
中
国
語

の
（
基
本
的
に
）
一
字
で
一
語
を
表
す
「
表
語
文
字
」（logogram

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
が
ど
ん
な
和
語
の
音
声
を
文

字
化
し
た
も
の
な
の
か
、
つ
ま
り
元
の
話
し
言
葉
の
有
様
が
何
だ
っ
た
の
か
は
、
見
当
が
付
か
な
い
。
こ
れ
が
、「
よ
め
る
け
ど
ヨ

メ
な
い
」
と
い
う
、
切
実
な
、
言
語
的
隔
靴
搔
痒
状
況
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
河
童
を
巡
る
「
看
過
さ
れ
た
大
問
題
」
が
あ
る
と
筆
者
が
考
え
て
来
た
の
も
、
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
の
こ

と
だ
。
そ
の
大
問
題
と
は
、
日
本
の
古
辞
書
で
あ
る
『
下
学
集
』（
一
四
四
四
）
や
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
『
節
用
集
』（
一
四
六
九
－

八
七
以
前
）
に
初
て
現
れ
る
河
童
と
い
う
「
漢
字

（
（
（

列
」
を
、
専
ら
文
献
に
依
存
し
て
来
た
河
童
研
究
者
た
ち
が
カ
ッ
パ
の
存
在
を
歴

史
的
に
証
す
る
漢
字
表
記
だ
と
信
じ
て
疑
わ
ず
、
諸
々
の
立
論
の
揺
る
が
ぬ
根
拠
と
し
て
来
た
「
慣
行
」
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
「
慣
行
」
も
ま
た
「『
下
学
集
』
以
前
、『
倭
名
鈔
』
以
後
、
歴
代
ノ
語
彙
ニ
其
ノ
（
河
童
と
い
う
、
小
馬
注
）
名
目

ヲ
掲
ゲ
ズ
」（
柳
田　

一
九
八
九
、
九
八
）
と
喝
破
し
た
、
柳
田
国
男
の
『
河
童
駒
引
』
に
淵
源
す
る
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
彼

ら
は
こ
の
発
言
を
裏
返
し
て
、『
下
学
集
』
以
来
の
諸
辞
書
類
の
中
に
「
河
童
」
と
い
う
文
字
の
出
現
を
網
羅
的
に
探
し
求
め
た
。

そ
し
て
、『
下
学
集
』
以
下
の
辞
書
等
に
出
る
「
河
童
」
の
文
字
（
実
は
、
以
下
で
触
れ
る
「
漢
字
列
」）
を
何
の
疑
い
も
抱
か
ず
に

「
カ
ッ
パ
」
と
読
む
と
い
う
、
誠
に
短
絡
的
な
判
断
を
慣
行
と
し
て
来
た
の
で
あ
る

―
こ
の
点
で
も
、
彼
の
見
解
を
無
謬
と
し
て

疑
わ
せ
な
い
ほ
ど
、
柳
田
の
権
威
は
今
も
な
お
誠
に
絶
大
で
あ
る
。

　

そ
の
河
童
と
い
う
漢
字
列
は
、
実
際
に
は
東
国
の
カ
ッ
パ
で
は
な
く
、「
カ
ハ
ラ
ウ
」（
カ
ワ
ロ
ウ
）
と
い
う
西
国
の
一
語
（
話
し

言
葉
）
を
漢
字
を
用
い
て
文
字
化
し
た
も
の
だ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
国
会
図
書
館
が
公
開
し

て
い
る
『
下
学
集
』
の
写
本
の
「
巻
之
上
、
気
形
門
第
八
」
の
、
獺
の
項
を
根
拠
と
し
て
次
の
通
り
立
証
で
き
る
。
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そ
こ
に
は
、（
敢
え
て
分
か
り
や
す
い
釈
文
の
形
に
整
頓
し
て
示
せ
ば
）「
獺　

老
而
河
童
卜
云
者

（
（
（

成
」
と
ご
く
手
短
か
に
書
か
れ

て
い
て
、
そ
の
「
而
」
と
「
童
」
の
各
々
右
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
テ
」、「
ハ
ラ
ウ
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
河
童
」

と
い
う
「
漢
字
列
」
の
「
河
」
は
「
カ
」
と
発
音
さ
れ
る
（
の
が
自
明
だ
）
か
ら
、
全
体
で
「
河
ハ
ラ
ウ
」、
つ
ま
り
「
カ
ハ
ラ
ウ
」

と
な
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
一
文
を
「
獺　

老
テ
カ
ハ
ラ
ウ
ト
云
者
ニ
成
」
と
読
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

大
切
な
の
は
、
河
童
が
河
伯
や
水
虎
の
よ
う
な
中
国
語
（
漢
語
）
で
は
な
い
こ
と
だ
。
和
語
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
と
そ
の
ま
ま
同
列

に
は
扱
え
な
い
こ
と
は
多
言
を
俟
つ
ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、
こ
の
河
童
と
い
う
表
記
が
そ
の
「
カ
ハ
ラ
ウ
」
と
い
う
口
語
の
和

語
を
（
書
き
言
葉
と
し
て
）
文
字
化
す
る
工
夫
と
し
て
、
日
本
で
独
自
に
作
ら
れ
た
漢
字
列
で
あ
る
こ
と
を
、『
下
学
集
』
の
獺
の

項
目
の
実
態
が
鮮
明
に
教
え
て
く
れ
る
の
だ
。
古
辞
書
類
を
読
む
場
合
、
国
語
学
・
日
本
語
学
に
基
く
こ
う
し
た
論
理
的
で
批
判
的

な
読
み
が
欠
か
せ
な
い
。

　

さ
て
、
小
澤
論
文
を
介
し
て
既
に
縷
々
論
じ
た
通
り
、
甲
羅
と
皿
を
身
に
つ
け
た
亀
＝
蛙
風
の
現
今
の
河
童
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ

た
の
は
、
た
か
だ
か
近
世
後
期
の
江
戸
に
於
い
て
で
あ
り
、
且
つ
「
カ
ッ
パ
」
は
ま
さ
し
く
柳
田
が
述
べ
た
如
く
「
東
京
語
」
に
過

ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
こ
の
時
、
柳
田
の
指
摘
を
鵜
呑
み
に
し
て
、『
下
学
集
』
の
獺
の
項
に
出
る
「
河
童
」
と
い
う

漢
字
列
を
「
カ
ッ
パ
」
と
読
み
、
現
今
の
河
童
を
想
起
し
て
疑
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
空
認
識
の
乱
れ
は
甚
だ
し
く
、
即
座
に

論
理
が
雲
散
霧
消
し
て
思
考
停
止
に
陥
る
の
は
明
ら
か
だ
。
遺
憾
に
も
、『
下
学
集
』
に
最
初
に
言
及
し
た
柳
田
国
男
に
は
こ
の
よ

う
な
批
判
的
な
認
識
が
無
か
っ
た
と
、
深
く
心
に
銘
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

　
『
下
学
集
』・『
節
用
集
』
の
後
長
い
間
、
河
童
類
似
の
項
目
は
ど
ん
な
形
で
も
辞
書
類
に
現
れ
ず
、
漸
く
、
い
わ
ゆ
る
『
日
葡
辞

書
』（
長
崎
書
林
、
一
六
〇
三
、
原
題V

ocabvlario da Lingoa de Iapam
）
が
お
よ
そ
百
五
十
年
後
に
現
れ
、
そ
の
中
に
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“Cauarǒ

”が
史
上
初
め
て
立
項
さ
れ
る
。『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
は
「Cauarǒ 

カ
ハ
ラ
ゥ
（
河
郎
・
河
童
）
猿
に
似
た
一
種
の
獣
で
、

川
の
中
に
棲
み
、
人
間
と
同
じ
よ
う
な
手
足
を
も
っ
て
い
る
も
の
」（
傍
線
は
小
馬
）
と
翻
訳
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
は
カ
ッ
パ
で
は
な
く
、
西
国
の
カ
ハ
ラ
ウ
（
カ
ワ
ロ
ウ
）
の
釈
義
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
“Cauarǒ

”は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
表
音
文
字
、phonogram

）
で
カ
ハ
ラ
ウ
を
文
字
化
し

た
も
の
だ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
が
「（
河
郎
・
河
童
）」
の
日
本
語
表
記
を
何
の
解
釈
も
説
明
も
な
く
並

列
し
て
加
え
た
の
は
、
日
本
人
の
便
宜
を
旨
に
、
恐
ら
く
は
『
下
学
集
』
の
獺
の
項
を
参
照
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
緩
く
曖
昧
な
記
載
を
加
え
た
判
断
は
大
き
な
過
誤
で
あ
っ
て
、
単
に
河
童
研
究
の
み
な
ら
ず
日
本
語
史
研
究
、
特
に
語
彙
史
研
究

上
、
徒
ら
に
混
乱
を
招
く
重
大
な
も
の
だ
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

大
方
の
河
童
研
究
者
は
、
国
語
学
者
で
も
言
語
学
者
で
も
無
論
な
く
、
こ
う
し
た
事
情
と
言
語
学
・
国
語
学
の
理
論
に
は
概
し
て

疎
い
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
一
般
の
好
事
家
に
伍
し
て
、
和
語
の
文
字
化
の
歴
史
的
な
実
践
過
程
に
見
ら
れ
る
厄
介
な
言
語
現
象
の

捩
れ
へ
の
的
確
な
洞
察
を
欠
い
て
済
ま
せ
て
し
ま
え
ば
、
研
究
と
し
て
は
、
当
然
論
外
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

遺
憾
な
が
ら
、
今
号
は
紙
数
が
尽
き
た
。
そ
こ
で
次
の
展
開
を
予
告
し
て
、
一
種
の
橋
渡
た
し
と
し
て
お
き
た
い
。
河
童
を
関
東

方
言
の
（
カ
ワ
ワ
ッ
パ
或
い
は
カ
ワ
ワ
ラ
ワ
が
詰
ま
っ
た
）
カ
ッ
パ
と
読
む
こ
と
が
諸
国
の
知
識
層
の
間
で
も
通
例
化
す
る
の
も
、

や
は
り
ず
っ
と
後
、
江
戸
の
錦
絵
に
河
童
が
登
場
し
、
盛
ん
に
出
現
譚
が
江
戸
市
中
を
賑
わ
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
ろ
う
、



河童のエスノヒストリーと肥州渋江氏（その 1）31

と
。
こ
こ
で
も
、「
河
童
」
を
巡
る
東
西
の
事
情
の
大
転
換
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
次
の
（
そ
の
2
）
で
は
、
冒
頭
で
本
節
後
半
部
の
内
容
を
よ
り
丹
念
に
、
且
つ
具
体
的
な
裏
付
け
を
示
し
つ

つ
詳
し
く
再
説
し
、
大
方
の
一
層
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。（
続
く
）

【
謝
辞
】

　
　

亀
井
孝
先
生
は
、
修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
通
じ
て
筆
者
の
副
ゼ
ミ
の
指
導
教
官
だ
っ
た
。
言
語
学
の
素
養
の
乏
し
い
筆
者
は
、
い
わ
ば
「
門
前
の
小
僧
」
で
あ
り
続

け
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
研
究
者
に
な
れ
る
の
か
と
心
配
も
お
掛
け
し
た
。
そ
れ
で
も
門
前
の
小
僧
な
り
に
謦
咳
に
接
し
た
恩
恵
は
大
き
か
っ
た
。
老
境
に
到
っ
て
先
生
の
業

績
に
思
わ
ぬ
仕
方
で
な
が
ら
、
ご
く
軽
く
で
も
触
れ
る
機
会
を
得
た
こ
と
が
嬉
し
い
。
草
葉
の
陰
で
先
生
が
却
っ
て
心
配
を
募
ら
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
つ
つ
、

感
謝
の
念
を
新
た
に
し
て
御
冥
福
を
祈
り
た
い
。

《
注
》

（
1
）
芥
川
が
河
童
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
昌
平
黌
の
教
官
を
勤
め
た
儒
者
古
河
侗
庵
が
編
ん
だ
『
水
虎
考
略
』（
一
八
二
〇
）
や
柳
田
の
『
河
童
駒
引
』・『
遠
野
物
語
』
を

愛
読
し
た
と
推
測
で
き
る
。
も
っ
と
も
、「
河
童
」
中
、
主
人
公
に
河
童
と
は
何
か
を
一
く
さ
り
語
ら
せ
る
節
の
「
三
」
で
、「
西
国
の
河
童
は
緑
色
で
あ
り
、
東
北
の

河
童
は
赤
い
と
い
う
民
俗
学
上
の
記
録
を
思
い
出
し
ま
し
た
」
と
言
わ
せ
て
い
る
が
、
事
実
は
逆
で
あ
る
。
恐
ら
く
、「
外
の
地
に
て
は
河
童
の
顔
は
青
し
と
い
ふ
や

う
な
れ
ど
、
遠
野
の
河
童
は
面
赭
き
な
り
」　
（『
遠
野
物
語
』
五
九
話
、
傍
線
は
小
馬
）
と
い
う
文
言
が
強
く
念
頭
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
こ
の
文
脈

で
の
「
外
の
地
」
は
、
東
日
本
、
或
い
は
東
北
地
方
の
他
の
土
地
の
意
味
に
解
す
る
の
が
妥
当
な
の
で
あ
る
。

　
　
　

芥
川
の
こ
の
残
念
な
勘
違
い
が
、
柳
田
の
河
童
観
、
ま
た
は
イ
メ
ー
ジ
も
（
少
な
く
と
も
そ
の
肌
色
に
つ
い
て
は
）
日
本
の
東
西
で
二
分
さ
れ
て
い
た
事
実
に
、
思

い
が
け
ず
注
意
を
促
し
て
く
れ
る
。
な
お
、
遠
野
が
そ
の
例
外
で
あ
る
事
情
は
、
小
馬
（
二
〇
一
二
）
が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。



32

（
2
）
そ
の
現
場
の
実
地
踏
査
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
論
評
は
、
小
馬
（
一
九
九
六
）
第
5
節
「
河
童
を
愛
し
、
河
童
を
生
き
る
人
々
」（
七
七
四
－
八
三
一
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
3
）
今
野
は
、
構
造
言
語
学
者
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
言
語
学
に
無
か
っ
た
固
有
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、「
漢
字
列
」
を
初
め
と
す
る
「
文
字
列
」
の
概
念
を
提
唱
し
て
、
日
本
語

の
複
雑
な
面
白
さ
を
巧
み
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
の
著
者
（
二
〇
二
四
）
の
支
柱
と
な
る
概
念
で
あ
る
。

（
4
）
遺
憾
な
が
ら
、
次
の
機
会
に
、
原
典
の
影
印
を
示
し
て
一
層
綿
密
に
考
察
す
る
こ
と
を
期
し
た
い
。

《
参
考
文
献
》

石
田
英
一
郎

　

一
九
九
四　
　
『
河
童
駒
引
考
』、
岩
波
書
店
。

小
澤
葉
菜

　

二
〇
一
一　
　
「「
河
童
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
付
い
て
―
図
像
資
料
の
分
析
を
中
心
に
」、『
常
民
文
化
』
34
号
、
二
三
－
四
六
頁
。

香
川
雅
信

　

二
〇
〇
五　
　
『
江
戸
の
妖
怪
革
命
』
河
出
書
房
新
社
。

亀
井　

隆

　

一
九
五
七　
　
「
古
事
記
は
読
め
る
か
」、
武
田
祐
吉
（
編
）『
古
事
記
大
成
』
3
（
言
語
文
字
篇
）
平
凡
社
、
九
七
―
一
五
四
頁
。

川
田
順
造

　

一
九
九
七　
　
「
日
欧
近
代
史
の
中
の
柳
田
国
夫
」、『
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
集
、
三
八
－
六
六
頁
。

小
松
和
彦
（
編
著
）

　

二
〇
〇
〇　
　
『
河
童
』（
怪
異
の
民
俗
学
、
第
3
巻
）
河
出
書
房
新
社
。
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今
野
真
二

　

二
〇
二
四　
　
『
日
本
語
と
漢
字
―
正
書
法
が
な
い
こ
と
ば
の
歴
史
』
岩
波
書
店
。

小
馬　

徹

　

一
九
九
六　
　
「
河
童
を
見
、
恐
れ
、
愛
し
、
生
き
る
人
々
」、
田
主
丸
町
誌
委
員
会
（
編
）『
川
の
記
憶
』（
田
主
丸
町
誌
、
第
1
巻
）
田
主
丸
町
、
五
三
七
－
九
一
七
頁
。

　

二
〇
一
二　
　
「
北
の
河
童
・
南
の
河
童
と
そ
の
時
代
」、
神
奈
川
大
学
常
民
研
究
所
（
編
）『
歴
史
と
民
俗
』
第
28
号
、
一
八
三
－
二
一
三
頁
。

田
上　

繁
（
編
）

　

二
〇
〇
五　
　
『
渋
江
公
昭
家
文
書
目
録
（
一
）』
神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
。

　

二
〇
〇
七　
　
『
渋
江
公
昭
家
文
書
目
録
（
二
）』
神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
。

　

二
〇
〇
九　
　
『
渋
江
公
昭
家
文
書
目
録
（
三
）』
神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
。

　

二
〇
一
〇　
　
『
肥
前
渋
江
諸
家
文
書
目
録
』
神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科
。

田
中
克
彦

　

一
九
九
四　
　
「
解
説
」、
石
田
英
一
郎
『
河
童
駒
引
考
』
岩
波
書
店
、
三
〇
一
－
三
一
七
頁
。

常
光　

徹
（
編
著
）

　

二
〇
一
四　
　
『
河
童
と
は
な
に
か
』
岩
田
書
店
。

土
井
忠
生
・
森
田
武·

長
南
実
（
編
訳
）

　

一
九
八
〇　
　
『
邦
訳
日
御
辞
書
』
岩
波
書
店
。

中
村
禎
里

　

一
九
九
六　
　
『
河
童
の
日
本
史
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
。

和
田　

寛

　

二
〇
〇
五　
　
『
河
童
伝
承
大
事
典
』
岩
田
書
店
。
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柳
田
国
男

　

一
九
八
九　
　
『
柳
田
国
男
全
集
』
第
5
巻
、
岩
波
書
店
。

　

一
九
九
二
（
一
九
一
〇
）　　
『
遠
野
物
語
』
岩
波
書
店
。


